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ふれあいネットワーク

地
域
の
こ
ど
も
を
中
心
に
広
が
る  “

 

居
場
所”

　

づ
く
り

～ 

地
域
で
つ
く
っ
た
「
こ
ど
も
ダ
イ
ニ
ン
グ
」
の
活
動
か
ら  

～

　
今
、
宮
古
市
内
で
、
こ
の
地
域

の
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
行
わ
れ

る
居
場
所
づ
く
り
の
活
動
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
冬
休
み
期
間

中
に
行
わ
れ
た
、
地
域
の
子
ど
も

が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所

「
こ
ど
も
ダ
イ
ニ
ン
グ
」
２
地
区

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
が
参
加
で

き
、
地
域
の
大
人
と
つ
な
が
り
が

も
て
る
よ
う
に
、活
動
内
容
や
メ
ニ

ュ
ー
決
め
な
ど
、
地
域
の
方
々
が

中
心
と
な
っ
て
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
磯
鶏
地
区
で
は
、
地
区
の
民
生

委
員
児
童
委
員
協
議
会
が
中
心
と

な
り
、
既
に
定
期
的
に
開
催
さ
れ

て
い
る
津
軽
石
地
区
の
こ
ど
も
ダ

イ
ニ
ン
グ
を
見
学
し
、
自
分
の
地

域
で
も
行
い
た
い
と
い
う
声
の
も

と
開
催
準
備
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

実
施
に
は
自
治
会
町
内
会
を
は
じ

め
、
地
域
内
の
高
等
学
校
や
短
期

大
学
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の

声
が
け
を
行
う
な
ど
、
地
域
で
見

守
る
体
制
づ
く
り
も
考
慮
さ
れ
、

今
後
の
定
期
開
催
に
向
け
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
門
馬
地
区
で
は
、
こ
れ
ま
で
も

学
校
の
長
期
休
み
中
仕
事
で
家
族

が
留
守
に
な
る
日
中
帯
に
、
近
隣

の
家
庭
で
子
ど
も
を
預
か
っ
た
り
、

食
事
会
を
行
う
な
ど
の
助
け
合
い

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
ど
も

を
預
か
る
世
帯
の
負
担
の
軽
減
や
、

資
金
面
の
課
題
が
あ
る
中
、
地
域

の
方
々
か
ら
こ
ど
も
の
居
場
所
が

必
要
だ
と
い
う
声
が
あ
が
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
門
馬
地
区
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
会
を
通
し
て
地
域
に

広
く
声
が
け
を
し
、
高
齢
者
も
参

加
し
、
宿
題
や
ゲ
ー
ム
、
食
事
づ

く
り
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
を

も
っ
て
、
初
め
て
の
こ
ど
も
ダ
イ

ニ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
こ
ど
も
ダ
イ
ニ
ン
グ
」
は
、

自
分
の
暮
ら
す
地
域
の
中
で
地
域

の
一
員
と
し
て
、
そ
の
人
ら
し
い

生
活
が
送
る
こ
と
が
で
き
る
地
域

の
「
居
場
所
」
の
ひ
と
つ
の
形
で

あ
り
、
決
し
て
こ
ど
も
だ
け
の
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ど
も
ダ

イ
ニ
ン
グ
が
目
指
す
も
の
は
、
地

域
の
こ
ど
も
を
中
心
に
、
こ
ど
も

を
取
り
巻
き
見
守
る
地
域
の
ひ
と

誰
も
が
集
え
る
地
域
の
居
場
所
づ

く
り
で
す
。
ご
紹
介
し
た
磯
鶏
地

区
も
門
馬
地
区
も
、
地
域
に
暮
ら

す
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
そ
の
地

域
に
合
っ
た
、
地
域
ら
し
さ
の
あ

る
内
容
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
継
続

し
て
行
う
た
め
の
課
題
は
あ
り
ま

す
が
、
今
後
も
こ
の
活
動
が
い
ろ

い
ろ
な
地
域
で
広
が
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

　
地
域
で
行
う
「
こ
ど
も
ダ
イ
ニ

ン
グ
」
に
つ
い
て
は
、

宮
古
市
社
会
福
祉
協
議
会
く
ら
し

ネ
ッ
ト
み
や
こ
相
談
室

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
６
５

－

７
０
４
６
）

ま
た
は
地
域
福
祉
課

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
７
７

－

３
０
６
１
）

へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

小学生、中学生、地域の大人、
みんなでいっしょに「いただきまーす！」（磯鶏地区）

調理する係、盛り付ける係、
昼食づくりはみんなで

取り組みました。（門馬地区）

宮古市のこどもダイニングは、地域に暮らす誰でも参加できる “居場所”です。

【
磯
鶏
地
区

こ
ど
も
ダ
イ
ニ
ン
グ
】
【
門
馬
地
区

こ
ど
も
ダ
イ
ニ
ン
グ
】

【
地
域
で
つ
く
る

地
域
の
居
場
所
】
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第
31
回
宮
古
市
福
祉
作
文
・

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
決
定

　
今
年
度
の
福
祉
作
文
・
標
語
コ
ン
ク

ー
ル
に
は
、
作
文
の
部
に
は
小
学
校
の

部
29
点
、
中
学
校
の
部
35
点
、
高
等
学

校
・
一
般
の
部
3
点
、
合
計
67
点
の
応

募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
標
語
の
部
に
は
１
３
５
名
、

合
計
１
８
５
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
10
月
下
旬
の
審
査
会
を
経
て
、
入
賞

者
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
11
月
24
日（
日
）

に
開
催
し
た
「
第
14
回
宮
古
市
社
会
福

祉
大
会
」
内
の
表
彰
式
に
臨
ま
れ
ま
し

た
。
入
賞
者
の
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
入
賞
作
品
文
集
や
標
語
ポ
ス
タ
ー
は
、

市
内
公
共
施
設
や
福
祉
施
設
で
も
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
ぼ
金
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」

田
老
第
一
小
学
校
一
年　

畠は
た
け　

山や
ま　

大だ
い　

地ち

「
わ
た
し
の
じ
ま
ん
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」

宮
古
小
学
校
二
年　

初は
つ　

森も
り　

心み　
咲さ
き

「
や
さ
し
く
し
て
あ
げ
る
た
め
に
は
」

藤
原
小
学
校
三
年　

前ま
え　

川か
わ　

叶か
な　

人と

「「
大
丈
夫
」の
ひ
と
言
」

千
徳
小
学
校
四
年　

船ふ
な　

越こ
し　

紗さ　
菜な

「
あ
た
た
か
さ
の
中
で
」

山
口
小
学
校
五
年　

小お

笠が
さ

原わ
ら　

み
ら
い

「
つ
な
げ
る
地
域
の
き
ず
な
」

宮
古
小
学
校
六
年　

斎さ
い　
藤と
う　
は
る
ね

「
ふ
れ
あ
い
で　
気
づ
く
ち
い
き
の

あ
た
た
か
さ
」　

磯
鶏
小
学
校
三
年　

岩い
わ　

城き　
幸さ　
来ら

「
や
さ
し
さ
を　
み
ん
な
で
分
け
る

福
祉
の
輪
」　

第
二
中
学
校
三
年　

中な
か　
野の　
遥は
る　
貴き

「
考
え
よ
う　
相
手
の
心ど

う
な
の
か
」　

津
軽
石
小
学
校
六
年　

山や
ま

野の

目め　
蒼そ
う　

之し

「
か
ぞ
く
か
ら　
え
が
お
の
リ
レ
ー

ち
い
き
ま
で
」　

磯
鶏
小
学
校
三
年　

佐さ

さ々

木き　
舜し
ゅ
ん　
晟せ
い

「
君
の
手
と　
心
で
つ
な
が
る

た
す
け
あ
い
」　

第
二
中
学
校
一
年　

工く　
藤ど
う　

帆ほ
の　

夏か

「
一
人
よ
り　
二
人
で
歩
こ
う

こ
の
道
を
」　

津
軽
石
小
学
校
六
年　

木き　
村む
ら　
悠ゆ
う　
斗と

「
僕
が
目
指
す
福
祉
」

第
一
中
学
校
一
年　

坂さ
か　

下し
た　

幸こ
う　

音と

「
高
齢
化
社
会
に
生
き
る
私
た
ち
」

津
軽
石
中
学
校
二
年　

盛も
り　

合あ
い　

夏か　
帆ほ

「
科
学
の
発
展
よ
り
も　
理
解　
を
」

新
里
中
学
校
三
年　

武た
け　

田だ　
恵め　
依い

「
地
域
の
一
員
と
し
て
」

津
軽
石
中
学
校
一
年　

中な
か　
村む
ら　
遥は
る　
音と

「
身
近
な
人
が
い
る
こ
と
」

河
南
中
学
校
二
年　

田た　
﨑ざ
き　
茜あ

唯い

子こ

「
同
じ
気
持
ち
、目
線
で
」

宮
古
西
中
学
校
三
年　

細ほ
そ　

越ご
し　

い
ろ
は

「
言　
葉
」

宮
古
西
中
学
校
一
年　

栗く
り　
原は
ら　
　
　
華は
な

「
私
が
目
指
す
未
来
の
福
祉
」

宮
古
西
中
学
校
二
年　

里さ
と　
見み　
華は　
那な

「
笑
顔
で
生
活
す
る
た
め
に
」

第
一
中
学
校
三
年　

大お
お　

谷た
に　

優ゆ
う　

理り

　
令
和
元
年
度
の
社
協
会
費
に
つ
き

ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
様
並
び
に
法

人
・
事
業
所
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
納
入
い
た
だ
き
ま
し
た
会

費
は
、
地
域
に
暮
ら
す
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
、
宮
古
市
の
地
域
福
祉
活
動
の

大
切
な
財
源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
皆
様

と
と
も
に
み
や
こ

の
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご

支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た

法
人
・
事
業
所
の

お
名
前
は
、
宮
古

市
社
会
福
祉
協
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
併
せ

て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
い
っ
し
ょ
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
」

花
輪
小
学
校
四
年　

大お
お　

村む
ら　

優ゆ　
奈な

「
ひ
と
り
ひ
と
り
に
よ
り
そ
っ
て
」

山
口
小
学
校
五
年　

藤ふ
じ　
田た　
美み

依い

南な

「
思
い
や
り
の
大
切
さ
」

津
軽
石
中
学
校
一
年　

佐さ

さ々

木き　
ゆ　
き

「
父
の
教
え
」

宮
古
市
山
口　

佐さ　
藤と
う　
栄え
い　
子こ

「
皆
が
勝
ち
組
に
な
れ
る
世
界
に
」

宮
古
高
等
学
校
一
年　

昆こ
ん　
野の　
璃り　
紗さ

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
見
学
」

赤
前
小
学
校
二
年　

小こ

金が
ね
渕ぶ
ち　

大だ
い　

揮き

「
家
族
を
ま
も
り
た
い
」

鍬
ヶ
崎
小
学
校
三
年　

須す　
藤ど
う　

み　
く

「
福
祉
に
つ
い
て
考
え
る
」

宮
古
小
学
校
四
年　

坂さ
か　
本も
と　
　
　
道み
ち

「
心
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
」

田
老
第
一
小
学
校
五
年　

田た　
村む
ら　
昇し
ょ
う　
龍
り
ゅ
う

「
え
が
お
が
、い
っ
ぱ
い
」

赤
前
小
学
校
一
年　

佐さ

さ々

木き　
陽ひ　
菜な

「
や
さ
し
く
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

宮
古
小
学
校
二
年　

大お
お　
矢や　
光み
ず　
希き

「
わ
た
し
に
で
き
る
こ
と
」

鍬
ヶ
崎
小
学
校
三
年　

畠は
た
け　

山や
ま　

愛あ
い　

未み

「
し
ょ
う
が
い
は
不
幸
で
は
な
い
」

山
口
小
学
校
四
年　

刈か
り　

屋や　
晴は
る　

心い
ち

「
キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン
デ
ィ
体
験
か
ら
」

田
老
第
一
小
学
校
五
年　

桂か
つ
ら　
木ぎ　
玲れ　
依い

「
未
来
に
広
が
る
み
ん
な
の
笑
顔
」

宮
古
小
学
校
六
年　

上う
え　
山や
ま　
結ゆ
い　
愛な

【 

小
学
校
の
部 

】

【 

中
学
校
の
部 

】

【 

特  

別  

賞 

】

【 

高
校・一
般
の
部 

】

●

●●●

●●●

●●●●

● ●

●
最
優
秀
賞

特

選

入

選

佳

作

最
優
秀
賞

優

秀

賞

優

良

賞

小
学
校
三
～
四
年
生
の
部

小
学
校
五
～
六
年
生
の
部

中
学
校
の
部

高
等
学
校
・
一
般
の
部

優

良

賞

優

良

賞

優

秀

賞
作
文
の
部

標
語
の
部

令
和
元
年
度
社
協
会
費

実
績
報
告
と
お
礼

令和元年度社協会費
総　額

18,203,450円

一般会費 法人会費 特別会費

16,211,450円 1,454,000円 538,000円

第14回宮古市社会福祉大会内で
表彰式を行いました。

“

”
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こ
の
貸
付
制
度
は
、
低
所
得
世
帯
、

高
齢
者
・
障
が
い
者
世
帯
に
対
し
て
、

資
金
の
貸
付
と
必
要
な
相
談
支
援
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
世
帯
の
生

活
の
安
定
と
在
宅
福
祉
、
社
会
参
加

の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
貸
付
の
種
類
を
い
く
つ
か
ご
紹
介

し
ま
す
。

○ 

教
育
支
援
資
金

　
高
校
、
大
学
、
専
門
学
校
へ
の
就

学
に
際
し
必
要
な
経
費
。

　
①
教
育
支
援
費
（
授
業
料
等
）

　
②
就
学
支
度
費
（
入
学
金
等
）

○ 

福
祉
費

　
技
能
習
得
、
障
が
い
者
の
車
の
購

入
、
住
宅
の
改
築
、
補
修
等
に
必
要

な
経
費

○ 

総
合
支
援
資
金

　
失
業
な
ど
で
世
帯
の
生
活
の
維
持

が
で
き
な
く
な
っ
た
方
等
の
生
活
再

建
の
た
め
に
必
要
な
費
用
（
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
事
業
の
利
用
が
要
件

で
す
）

○ 

緊
急
小
口
資
金

　
緊
急
か
つ
一
時
的
に
生
計
が
困
難

と
な
っ
た
場
合
の
少
額
の
費
用

○ 

緊
急
小
口
資
金
〈
特
例
貸
付
〉

　
台
風
19
号
に
よ
り
被
災
さ
れ
、
当

座
の
生
活
費
を
必
要
と
す
る
世
帯
。

※
市
が
発
行
す
る
り
災
証
明
書
が
必
要

　
こ
の
貸
付
制
度
の
利
用
に
は
要
件

が
あ
り
ま
す
。
貸
付
に
該
当
し
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

最
寄
り
の
宮
古
市
社
会
福
祉
協
議
会

各
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

～ 宮古市社会福祉協議会役員・評議員人事のお知らせ ～
役員・評議員に就任および退任された方々についてお知らせいたします。（敬称略）

平成30年8月31日から令和元年10月31日まで
現役員〔理事10名・監事3名〕
◇任期：令和元年6月26日～令和2年度定時評議員会の終結の時まで
会　長　赤沼正清（社会福祉事業の経営に関する識見を有する者）
副会長　木下　一（社会福祉事業の経営に関する識見を有する者）
副会長　赤沼利彦（事業区域における福祉に関する実情に通じている者）
常務理事　柳澤良文（設置している社会福祉施設の管理者）
理　事　伊藤健二（事業区域における福祉に関する実情に通じている者）※新任
理　事　中嶋良彦（関係行政機関の職員）
理　事　波岡達彦（社会福祉事業の経営に関する識見を有する者）※新任
理　事　佐々木登（社会福祉事業を経営する団体の役職員）
理　事　大洞健一（社会福祉事業を経営する団体の役職員）※新任
理　事　金丸久子（ボランティア活動を行う団体の代表）
監　事　岩間美暁（財務管理について識見を有する者）
監　事　中坪清見（社会福祉事業について識見を有する者）※新任
監　事　坂下健一（社会福祉事業について識見を有する者）

【退任役員】
理　事　刈屋裕之（事業区域における福祉に関する実情に通じている者）
監　事　伊藤和栄（社会福祉事業について識見を有する者）

現評議員〔17名〕
◇任期：平成29年4月1日～令和２年度に関する定時評議員会終結の時まで
評議員　山内霜子（社会福祉法人の適正な運営に必要な識見を有する者）
評議員　髙橋　智（社会福祉法人の適正な運営に必要な識見を有する者）
評議員　齋藤玲子（社会福祉法人の適正な運営に必要な識見を有する者）
評議員　木村清勝（社会福祉法人の適正な運営に必要な識見を有する者）
評議員　小成文男（社会福祉法人の適正な運営に必要な識見を有する者）
評議員　中嶋隆子（社会福祉法人の適正な運営に必要な識見を有する者）
評議員　袰岩昭雄（社会福祉法人の適正な運営に必要な識見を有する者）
評議員　鈴木光子（社会福祉法人の適正な運営に必要な識見を有する者）
評議員　小川口郁子（社会福祉法人の適正な運営に必要な識見を有する者）
評議員　及川　元（社会福祉法人の適正な運営に必要な識見を有する者）
評議員　井畑克雄（地域の代表者）
評議員　中島光子（利用者の家族の代弁者）※新任
評議員　昆野孝史（福祉関係非営利団体の役職員）
評議員　佐々木りほ子（福祉関係非営利団体の役職員）
評議員　浅沼國治（福祉関係非営利団体の役職員）
評議員　西澤崇誌（福祉関係非営利団体の役職員）
評議員　富谷　猛（奉仕団体等の代表）

【退任評議員】
評議員　野﨑　正（社会福祉法人の適正な運営に必要な識見を有する者）

生
活
福
祉
資
金

貸
付
制
度
の
ご
案
内

岩手県共同募金会
宮古市共同募金委員会からのお知らせ
現在、赤い羽根共同募金では、災害・被災地支援のための
「 義 援 金 」「 支 援 金 」 の募集をしています。

⇒詳しくは最寄りの宮古市社会福祉協議会各センターにお問い合わせください。

被災された方を支援する募金　「 災害義援金 」

被災者支援活動を行うボランティア・NPO団体等を支援する募金　「 災害支援金 」

名　　　称 送　金　先 受 付 期 間
平成28年熊本地震義援金 熊本県共同募金会 令和2年3月31日まで
平成30年北海道胆振東部地震災害義援金 北海道共同募金会 令和2年3月31日まで
平成30年7月豪雨災害義援金 中央共同募金会 令和2年6月30日まで
令和元年8月佐賀県豪雨災害義援金 佐賀県共同募金会 令和2年2月28日まで

令和元年台風19号災害義援金 岩手県共同募金会
中央共同募金会 令和2年3月31日まで

名　　　称 送　金　先 受 付 期 間
台風19号災害に伴うボランティア・
NPO活動サポート募金（災害ボラサポ・台風19号） 中央共同募金会 令和2年3月31日まで
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令
和
元
年
10
月
12
日
か
ら
13
日

に
か
け
て
、
日
本
各
地
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
第
19
号

は
、
当
市
に
も
土
砂
の
流
出
や
家

屋
の
浸
水
等
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。被
災
さ
れ
た
皆
様
に

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

宮
古
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
10

月
15
日
に
イ
ー
ス
ト
ピ
ア
み
や
こ

１
階
に
「
宮
古
市
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、

被
災
さ
れ
た
方
々
か
ら
の
作
業
依

頼
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入

れ
対
応
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
内
は
も
ち
ろ
ん
県
内
外
か
ら

延
べ
１
，
２
３
９
人
も
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

が
か
け

つ
け
て

く
だ
さ

い
ま
し

た
。

　
そ
の

中
に
は
、

「
力
仕

事
は
無

理
だ
け

ど
」
と
、

全
国
か

ら
提
供

い
た
だ

い
た
タ
オ
ル
を
使
っ
て
雑
巾
を

作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
人
力
で
は
対
応
し
き
れ

な
い
大
規
模
な
作
業
に
重
機
を
稼

働
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
長
時
間

に
及
ぶ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
た

め
に
自
社
の
駐
車
場
の
提
供
や
、

遠
方
か
ら
活
動
す
る
方
々
の
た
め

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の
運
行
な

ど
、
様
々
な
企
業
・
団
体
様
か
ら

も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
形
は
様
々
な
が
ら

今
の
自
分
に
で
き
る
こ
と
で
協
力

し
た
い
と
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
宮
古
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
は
被
災
さ
れ
た
方
か
ら
の

依
頼
が
収
束
し
た
た
め
、
11
月
24

日
を
も
っ
て
閉
所
い
た
し
ま
し
た

が
、
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
の
た
め
の
支
援
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
い
活
動
の
様
子
は
、

Facebook

の

宮
古
市
社
会
福

祉
協
議
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
市

民
活
動
セ
ン
タ

ー
の
ペ
ー
ジ
か

ら
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

　
改
め
て
、
宮

古
に
心
よ
せ
て

く
だ
さ
り
、
ご

支
援
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
様

に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

【
物
品
寄
付
】

● 

宗
教
法
人 

華
厳
院

平
井 

洋
光 

様 

白
米
７
袋
（
70
㎏
）

● 

社
会
福
祉
法
人 

恵
心
会 

　
理
事
長　
富
野 

清
吾 

様 

食
料

● 

清
水
湊
會 

様    

防
犯
笛 

40
個

● 

岩
手
県
東
部
地
区
郵
便
局
長
会

　
宮
古
第
二
部
会　
陸
中
川
内
郵

　
便
局
長　
内
舘 

睦
夫 

様

　
タ
オ
ル
５
０
０
枚

● 

中
外
製
薬
株
式
会
社 

様

　
福
祉
車
両（
車
イ
ス
仕
様
）１
台

車
イ
ス
１
台

● 

末
広
館　
小
島 

潤 

様

　
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、
調
理
台
等

● 

宮
古
市
立
花
輪
小
学
校　
校
長

　
小
川
口 

郁
子 

様　

う
る
ち
米　
5
㎏
×
6
袋

● 

い
き
い
き
フ
ェ
ア 

様

電
気
卓
上
ラ
ー
メ
ン
釜 

１
台

【
寄  

付  

金
】

● 

東
舘 

ヨ
シ 

様  

３
，０
０
０
円

● 

リ
ズ
ム 

様　
　

４
，１
１
０
円

● 

や
っ
ぺ
し
！
東
北
東
京
事
務
局

大
坂 

紀
子 

様 

８
０
，０
０
０
円

● 

み
や
こ
ダ
ン
ス
フ
レ
ン
ズ 

様

５
，１
７
１
円

● 

小
山
田
老
人
歌
の
会 

様

１
０
，０
０
０
円

● 

旭
川
大
学
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

ー
ク
ル　
円
陣 

様 

５
，０
０
０
円

● 

清
水
湊
會 

様 

５
７
１
，８
４
２
円

● 

田
老
奉
仕
の
会　
会
長

佐
々
木 

松
夫 

様 

２
０
，０
０
０
円

● 

宮
古
茶
道
協
会　
会
長

　
萬 

美
恵 

様 

１
０
，０
０
０
円

● 

ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
岩
手
株
式
会

　
社　
代
表
取
締
役
副
社
長

　
塚
原 

孝
一 

様４
０
０
，０
０
０
円

● 

宮
古
市
社
会
経
験
者
大
学 

様

１
０
，０
０
０
円

● 

真
如
苑 

様　

３
０
，０
０
０
円

● 

リ
ズ
ム 

様　
　
５
，９
４
４
円

● 

シ
ョ
ッ
プ
ア
ト
リ
エ
Ｓｕ
ｎ 

様

  

５
０
，０
０
０
円

● 

宮
古
民
商
婦
人
部 

様

   　

５
，０
０
０
円

● 

藤
原
バ
レ
ー 

様 

５
，０
０
０
円

● 

宮
古
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

様

   　

２
２
，２
０
０
円

● 

宮
古
さ
つ
き
会 

様
１
０
，０
０
０
円

● 

さ
い
と
う
歯
科
矯
正
ク
リ
ニ
ッ
ク 

様

１
０
，０
０
０
円

● 
み
や
こ
ダ
ン
ス
フ
レ
ン
ズ 

様

４
，２
０
２
円

寄
付
の
御
礼（
順
不
同
）

み
や
こ
社
協
だ
よ
り

み
や
こ
社
協
だ
よ
り

№52
２
月
１
日
号

社
会
福
祉
法
人
 宮
古
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
 0193（

64）5050
FA
X：
0193（

64）5055 〒
027 －0038

宮
古
市
小
山
田
二
丁
目
９
番
20号

E-m
ail ： info@

m
iyako-shakyo.or.jp

印
刷：シ

ョ
ウ
ジ
印
刷
 ㈱

令
和
２
年
２
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行

（
期
間　
令
和
元
年
6
月
1
日
～

令
和
元
年
12
月
31
日
）

　
今
号
は
、
台
風
19
号
被
災
対

応
等
の
関
係
で
、
当
初
の
令
和

元
年
12
月
か
ら
令
和
2
年
2
月

に
発
行
日
を
変
更
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
第
31
回
宮
古
市
福
祉
作
文
・

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品

文
集
の
作
製
を
進
め
て
い
ま
す
。

校
正
作
業
で
作
品
を
再
読
し
ま

す
が
、
内
容
に
感
動
し
思
わ
ず

涙
ぐ
む
こ
と
が
度
々
あ
り
、
作

品
に
込
め
ら
れ
た
「
思
い
」
が

読
み
手
に
伝
え
る
力
の
大
き
さ

を
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ
ど
も

た
ち
が
体
験
し
得
た
気
付
き
や

思
い
に
寄
り
添
い
育
む
こ
と
が

で
き
る
地
域
と
い
う
居
場
所
づ

く
り
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
○お

編
集
後
記

土のう袋にスコップで土砂を詰め運び出す
作業は、かなりの重労働にも関わらず、
お昼を挟んで丸一日続きました。

ミシンや手縫いで清掃作業用の
雑巾をつくっていただきました。

ボランティアさんは、朝のオリエンテーションで一日の活動内容等
を確認してから出発しました。（イーストピアみやこ玄関前にて）　

～ 

宮
古  

心
よ
せ
て 

～

宮
古
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

活動報告

作業依頼件数 136件
活動述べ人数 1,239人（このうち42団体を含む）

主な活動内容
居室及び敷地内の泥出し
家財道具の運び出し
家屋内の清掃　等


